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研　　　　究

日本版ParentingStressIndex（PSI）

の信頼性・妥当性の検討

小児保健研究

奈良間美保1），兼松百合子2），荒木　暁子2），丸　　光恵3）
中村　伸枝3），武田　淳子4），自畑　範子4），工藤　美子5）

〔輪文事旨〕

本研究は，米国において育児ストレスを測定するために開発されたParentingStressIndex（PSI）の

日本版を作成し，日本の乳幼児の母親を対象に，その信頼性と妥当性を検討することを目的とした。原

版PSlを朝礼　内容の妥当性を検討した質問紙を用いて，乳幼児健診に来所中の母親に調査を行った。

1109名の回答より，日本版PSIの構成概念妥当性を検討した結果，原版とは異なる因子構造が認められ，

最終的に78項目15下位尺度として使用することが妥当であると判断した。78項目の日本版PSlは，質問

紙全体と下位尺度の内的整合性に優れ，検査・再検査法による安定性が確認された。

Koywords：育児ストレス，母親，信頼性，妥当性

Ⅰ．はじめに

核家族・少子化社会を背景に，現代の日本の

母親の育児に伴うストレスは増大あるいは変容

を遂げていると考えられる。日本では育児スト

レスに関連する研究として，川井ら1竹富母親の

育児不安の概念を明確にすることを試み，不

安・抑鬱，育児の困難感から構成される29項目

の質問紙を開発し，母親の育児不安には子ども

の年齢による特徴があることを兄いだしている

2－。また，親の育児ストレスと養育の質との関

連性に関する報告3Iなどもあるが，育児ストレ

スを子どもの特性や親の心理社会的側面から多

面的に把握する方法は．まだ十分に開発されて

いないと言える。米国の心理学者Abidin RR

（1983）4）は，育児に伴う親のストレスの特徴を

明らかにするために，ParentingStressIndex

（以下PSI）を開発した。その後，PSIを用いた

研究で，親のストレスが親のパーソナリティー

やソーシャルサポート，あるいは子どもの気質

的な特徴と関連性があること5・6が報告されてい

る。また，PSIは病児の親のストレスに関する

研究に広く活用され，慢性疾患の子どもの母親

は，健康な子どもの母親に比較して，育児スト

レスが高いことなども見出されている7・8■。

本研究では，PSIの日本版を作成し，日本の

乳幼児の母親に対する調査より，質問紙の信頼

性および妥当性を検討することを目的とした。

母親の育児ストレスの特徴を明らかにすること

は，母親と子どもの健康増進，さらには健康問

題をもつ子どもの母親のストレスマネージメン

トにおいて，極めて重要な意義をもつと考える。

Ⅰ．研究方法

1．原版PSlの翻訳

PSIは子どもの気質的特徴や，親のパーソナ
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リティー，親の社会的因子等から多面的に育児

ストレスを測定する101項目の質問紙で，米国

の1歳から12歳までの子どもをもつ親を対象

に，信頼性と妥当性が検証され9㌧　研究や臨床

で広く活用されている。子どもの特徴に関わる

ストレスは47項目で，子どもの散漫性／多動性

（Distractibility／Hyperactivity），親を喜ばせる

度合い（Reinforces Parent），子どもの機嫌

（Mood），子どもの受容度（Acceptability），子

どもの適応性（Adaptability），子どもが困らせ

る度合い（Demandingness）の6下位尺度で構

成されている。親自身に関わるストレスは，54

項目で，親としての能力についての感じ方

（Sense of Competence），子どもへの愛着

（Attachment），親　役　割　に　よ　る　規　制

（RestrictionsofRole），親の抑鬱（Depression），

配偶者との関係（RelationshipwithSpouse），

社会的孤立（Sociallsolation），親の健康

（ParentHealth）の7下位尺度から構成されて

いる。回答は，各項目4または5段階の自己評

価法で，得点が高いことはストレスが高いこと

を意味している。

PSIの翻訳と使用の許可を文献9の著者から

得た後，3年以上の米国の居住経験をもつ2名

を含む数名の看護学研究者が質問紙の翻訳を行

い，小児看護学研究者により表現の妥当性を検

討した。その後，乳幼児の母親10名を対象にプ

レテストを行い，解釈しにくい表現に修正を加

えた。

2．対象および綱査方法

平成7年4月から11月に関東地区の1県と東

北地区の2県において，乳幼児健診に来所中の

母親を対象に，日本版PSIと家族構成などに関

する質問紙調査を行った。研究の主旨を説明し

た後，同意が得られた母親に質問紙と返信用の

封筒を手渡し，郵送により回収した。回収率は

45．2％で，最終的に1109名の有効回答が得られ

た。母親の年齢は19歳から46歳の範囲，平均30．2

歳（標準偏差4．1）であった。主婦は853名

（76．9％），就労者は256名（23．1％）であった。

回答の対象となった子どもは生後3か月から

47か月の範囲で，平均20．8か月（標準偏差14．1）

であった。さらに，検査・再検査法による質問
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紙の安定性の検討と併存妥当性の確認を行うた

めに，平成9年10月に千葉県在住の乳幼児の母

親40名に対する調査を行った。平成9年度の1

回目の調査は日本版PSIと乳幼児の母親の育児

不安を測定する29項目（川井ら，1994）1せ用い，

その1か月後に日本版PSIについて再度調査を

行った。母親の年齢は27歳から41歳の範囲，平

均33．2歳（標準偏差3．7）であった。回答の対

象となった子どもは生後4か月から44か月の範

囲で，平均25．3か月（標準偏差11．6）であった。

3．分析方法

因子分析によって尺度の構成概念妥当性を検

討した。また，育児不安に関する質問紙との相

関より併存妥当性を検討した。尺度の信頼性は，

Cronbachのa係数から内的整合性を，検査・

再検査法により安定性をそれぞれ検討した。分

析には統計ソフトSPSSを用いた。

Ⅱ．結　　　果

1．構成概念妥当性の検討

日本版PSIの因子構造を知るために，子ども

の特徴に関わるストレスと親自身に関わるスト

レスについて，それぞれ因子分析を行った。固

有値1およびその減少率を基準に因子数を規定

し，主国子法によるバリマックス回転を行い，

因子負荷量0．3以上の項目を採択した。その結

果，子どもの特徴に関わるストレスでは12因子

が抽出され，累積寄与率は45．6％，同様に親自

身に関わるストレスは12因子，累積寄与率は

44．6％で，共通性が0．3未満の項目が多数認め

られた。そのうち，「あなたのお子さんは，泣

き始めるといつも何分位泣き続けますか」，「私

の子どもの食事や睡眠の時間は，思ったより

ずっと決まりにくかった」など，回答しにくい

と判断される項目や，「お母様の最終学歴は？」

など，日本の母親の育児ストレスを必ずしも反

映しないと判断される項目については，研究者

間の合意により排除し，最終的に78項目につい

て再度分析を行った。

子どもの特徴に関わるストレスでは7因子が

抽出され，累積寄与率は44．6％であった（表1）。

第一因子は『親を喜ばせる反応が少ない』とし

た。原版の下位尺度『親を喜ばせる度合い』，町子
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